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　全世界の暖かい海に分布する表層性の大型肉食魚。遊泳
中は全体的に光沢のあるエメラルドグリーンで、体側に黒色
斑があり、体表は小さな円鱗に覆われています。 
　最大体長は約２m、体重は40kgに達し、雄の頭部は成長
するにつれて盛り上がり角ばってきますが、雌の頭部は丸みを
帯びています。中国地方では「万作（マンサク）」と呼ばれてい
ます。
　ほんのり桜色をした身は、刺身で食べると淡白でありなが
ら、もっちりとした脂を
感じます。また、バター
や油との相性がよく、フ
ライやムニエルにすると
非常に美味です。 
　ハワイでは「マヒマヒ(mahi-mahi)」と呼ばれ、ステーキや
フライとして人気の高い高級魚。マヒマヒとは、ハワイ語で「力
強い」という意味で、釣り上げる際の引きの強さから、その名
がついたようです。
設置時期　2024年２月
設置場所　隠岐汽船乗り場近く(大正町)
寄 贈 者　旭ビル管理㈱、㈱くろだ美装
　　　　　資料提供：ＮＰＯ法人 元気みなと

境港おさかなロード境港おさかなロード
の仲間たちの仲間たち

〜第31回 シイラ〜〜第31回 シイラ〜
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鳥
取
県
は
こ
と
し
２
月
７
日
、
韓
国
の
船
会
社
・
ト
ゥ
ウ

ォ
ン
商
船
㈱(

イ
・
ソ
ッ
キ
社
長)

が
韓
国
の
東ト

ン
へ海
市
と
境
港

市
を
結
ぶ
定
期
貨
客
船
の
運
航
を
決
め
た
こ
と
を
発
表
。
７

月
の
正
式
運
航
に
向
け
て
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
集
客
や
物
流
促
進
に
期
待

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
集
客
や
物
流
促
進
に
期
待

７
月
就
航
へ

７
月
就
航
へ

７
月
就
航
へ

７
月
就
航
へ

境
港
―
韓
国
定
期
貨
客
船

境
港
―
韓
国
定
期
貨
客
船

境
港
―
韓
国
定
期
貨
客
船

境
港
―
韓
国
定
期
貨
客
船

　
同
航
路
は
毎
週
1
回
、
金

曜
日
の
夜
に
東
海
港
を
出
発

し
て
土
曜
日
の
朝
、

境
港こ

う

に
入
港
。
日
曜

日
夕
方
に
出
港
す
る

こ
と
を
想
定
し
て
い

ま
す
。
こ
と
し
５
月

か
ら
試
験
運
転
を
始

め
、
７
月
に
正
式
就

航
の
予
定
で
す
。

　
使
用
す
る
船
舶

は
、
イ
ー
ス
タ
ン
ド

リ
ー
ム
号（
１
万
１

４
７
８
㌧
、
全
長
１

４
０
㍍
、
定
員
５
３

０
人
、
車
両
２
５
０

台
、
１
３
０
Ｔ
Ｅ

Ｕ
）。
コ
ン
テ
ナ
、

バ
ル
ク
貨
物
な
ど
、

２０２３年度
境港フィッシュ(ＦＩＳＨ)大使

上田まりえ氏が就任タレント

境港に寄港する予定のイースタンドリーム号

あ
ら
ゆ
る
貨
物
に
対
応
し
て

お
り
、
自
転
車
や
車
両
持
ち

込
み
も
可
能
で
す
。

　
同
船
は
２
０
０
９
年
６
月

か
ら
２
０
１
９
年
11
月
ま

で
、境
港
―
東
海
間
で
運
航
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
客
と
貿
易

促
進
に
よ
り
、
地
域
経
済
の

発
展
に
貢
献
し
ま
し
た
。 

　
鳥
取
県
は
こ
と
し
２
月
７

日
、
観
光
や
国
際
交
流
に
関

係
す
る
団
体
と
日
韓
「
海
の

道
」
推
進
会
議
を
開
催
。
県

庁
内
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
を
立
ち
上
げ
、
受
入
体
制

の
整
備
を
本
格
化
し
ま
し

た
。 

　
現
在
、
ト
ゥ
ウ
ォ
ン
商
船

の
日
本
法
人
設
立
に
向
け
た

調
整
や
過
去
の
航
路
利
用
荷

主
へ
の
訪
問
、
旅
行
会
社
へ

の
商
品
造
成
の
呼
び
か
け
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

　
以
前
、
貨
客
船
航
路
を
利

用
し
て
い
た
荷
主
は
「
定
時

性
が
期
待
で
き
、
急
ぎ
の
注

文
へ
の
対
応
が
可
能
な
物
流

ル
ー
ト
と
し
て
選
択
肢
の
一

つ
」
な
ど
、
期
待
感
を
表
明

し
て
い
ま
す
。 

　
韓
国
旅
行
会
社
か
ら
も

「
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
団
体
か
ら

の
問
い
合
わ
せ
が
殺
到
し
て

お
り
、
過
去
の
航
路
利
用
リ

ピ
ー
タ
ー
の
期
待
が
高
い
」

と
の
声
が
届
い
て
い
ま
す
。 

　
鳥
取
県
通
商
物
流
課
の
担

当
者
は
「
韓
国
内
で
は
サ
イ

ク
リ
ン
グ
が
人
気
な
こ
と
も

あ
り
、
２
０
２
０
年
に
全
線

開
通
し
た
弓
ヶ
浜
サ
イ
ク
リ

ン
グ
コ
ー
ス
を
利
用
し
て
鳥

取
の
自
然
を
満
喫
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今

後
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
客

や
物
流
促
進
に
向
け
て
、
旅

行
商
品
の
造
成
や
貨
物
の
掘

り
起
こ
し
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
境
港
―
韓
国
定
期
貨
客

船
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は

同
課（
☎
０
８
５
７
―
26
―

７
６
６
１
）ま
で
。

　
境
港
市
の
Ｐ
Ｒ
と
イ
メ
ー

ジ
ア
ッ
プ
を
行
う
２
０
２
３

年
度
の
境
港
フ
ィ
ッ
シ
ュ

(

Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ｈ)

大
使
に
、
境
港

市
出
身
の
タ
レ
ン
ト
・
上
田

ま
り
え
氏
が
２
月
20
日
付
け

で
就
任
し
、
活
動
を
開
始
し

ま
し
た
。

　
上
田
氏
は
１
９
８
６
年
９

月
、
境
港
市
出
身
。
高
校
卒

業
ま
で
の
18
年
間
を
境
港
市

で
過
ご
し
ま
し
た
。
大
学
卒

業
後
、
日
本
テ
レ
ビ
に
ア
ナ

ウ
ン
サ
ー
と
し
て
入
社
。
２

０
１
６
年
に
退
社
し
、
タ
レ

ン
ト
に
転
身
し
ま
し
た
。

　
現
在
は
、
タ
レ
ン
ト
、
ラ

ジ
オ
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
、

ナ
レ
ー
タ
ー
、
Ｍ
Ｃ
、
ス
ポ

ー
ツ
キ
ャ
ス
タ
ー
、
ラ
イ
タ

ー
、
講
師
な
ど
、
幅
広
く
活

躍
中
で
す
。
情
報
・
バ
ラ
エ

テ
ィ
ー
番
組
な
ど
で
鳥
取
県

代
表
と
し
て
出
演
す
る
こ
と

も
多
く
、
鳥
取
や
山
陰
で
の

メ
デ
ィ
ア
・
イ
ベ
ン
ト
出
演

も
多
数
経
験
し
て
い
ま
す
。

　
２
月
20
日
に
境
港
商
工
会

議
所
で
信
任
式
を
行
い
、
合

わ
せ
て
境
港
フ
ィ
ッ
シ
ュ

(

Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ｈ)

大
使
へ
の
就

任
を
記
念
し
た
講
演
会
も
開

催
し
ま
し
た
。

　
境
港
市
は
「
魚
と
港
と
妖

怪
」
の
３
要
素
を
キ
ー
ワ
ー

ド
と
位
置
づ
け
、
官
民
一
体

と
な
っ
て
様
々
な
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
一

環
と
し
て
、
境
港
商
工
会
議

所
は
「
境
港
フ
ィ
ッ
シ
ュ(

Ｆ

Ｉ
Ｓ
Ｈ)

大
使
」
制
度
を
２

０
０
３
年
に
創
設
し
ま
し
た
。

　
こ
の
制
度
は
、
境
港
に
深

く
関
わ
り
を
持
ち
、
県
外
で

活
躍
中
の
皆
さ
ん
を
大
使
と

し
て
信
任
し
、
機
会
あ
る
ご

と
に
大
使
専
用
名
刺
を
配
布

し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

境
港
市
の
Ｐ
Ｒ
や
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
を
行
っ
て
も
ら
お
う

と
い
う
も
の
。

　
現
在
、
ジ
ャ
ズ
ト
ラ
ン
ぺ

ッ
タ
ー
の
日
野
皓
正
さ
ん
を

は
じ
め
、
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ

ン
作
家
の
足
立
倫
行
さ
ん
、

落
語
家
の
林
家
た
い
平
さ
ん

ら
17
人
が
大
使
と
し
て
活
躍

中
で
す
。
こ
の
た
び
、
上
田

氏
が
加
わ
り
、
18
人
体
制
と

な
り
ま
し
た
。

大
使
専
用
名
刺
を
手
に
す
る
上
田
ま
り
え
氏



「続けたい」と「始めたい」を  つなげる。
後継者がいないことなどを理由に「事業を譲り渡したい」とお考えの方と、創業や事業拡大等に向け
て「事業を譲り受けたい」とお考えの方をつなぐ、マッチングサービス「事業承継マッチング支援」を
提供しています。
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•
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　米子市水道局は、２０２４(令和６)年３
月31日をもちまして、米子市水道局「境港営
業所｣を閉所させていただきます。
　４月１日以降の窓口業務(支払・受付など)
は、米子市水道局「お客さまセンター」が引
き継ぎます。
　４月からの窓口業務の問い合わせは、米子
市水道局お客さまセンター(☎3 2－9 9 1 7)
まで。また、米子
市水道局公式ホー
ムぺージや公式Ｘ
(旧ツイッター)を
ご覧ください。

① 

海
外
輸
出
へ
の
近
道

「
大
規
模
国
際
展
示
会
出

展
支
援
」

　
本
年
６
月
に
開
催
さ
れ

る
日
本
最
大
級
の
輸
出
向

け
食
品
展
示
会
「
第
８
回

日
本
の
食
品
輸
出
Ｅ
Ｘ
Ｐ

Ｏ
」
に
、
鳥
取
県
企
業
ブ

ー
ス
を
設
置
し
、
海
外
バ

イ
ヤ
ー
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ

　

今
年
度
最
後
の
「
海
外
展
開
の
ス
ス
メ
」
は
、
２
０
２

４(

令
和
６)

年
度
に
同
セ
ン
タ
ー
が
実
施
を
予
定
し
て
い

る
企
業
支
援
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

ー 角屋食品 ー

女性社員と共に会社も成長を
男女共同参画 境港企業の取り組み男女共同参画 境港企業の取り組み シリーズ⑥

　

男
女
共
同
参
画
を
推
進
す
る
境
港
市
内
企
業
の
取
り
組
み

を
紹
介
す
る
当
シ
リ
ー
ズ
。
今
回
は
、
㈱
角
屋
食
品(

竹
内

団
地
、
角か

ど

谷た
に

直
樹
社
長)

に
登
場
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ア
ジ
フ
ラ
イ
を
主
力
商
品

と
す
る
同
社
の
全
社
員
数
は

49
人
。
そ
の
う
ち
女
性
は
39

人
で
す
。
79
・

６
㌫
が
女
性
で
、

女
性
な
ら
で
は

の
き
め
細
や
か

さ
が
同
社
の
看

板
商
品
・
ア
ジ

フ
ラ
イ
の
品
質

に
生
か
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
特
に
、
家
庭

の
あ
る
女
性
が

多
く
、
急
な
子

ど
も
の
発
熱
や

病
気
で
家
に
い

な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
き
な
ど

に
休
み
を
取
り

や
す
い
企
業
風

土
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
育
休
取
得
や
育
休

後
の
復
帰
対
策
に
も
熱
心
で

す
。
男
性
の
育
休
取
得
は
ま

だ
あ
り
ま
せ
ん
が
、
申
請
が

出
た
ら
環
境
づ
く
り
な
ど
で

協
議
し
て
い
き
た
い
と
の
こ

と
。

　
同
社
に
は
、
各
部
門
ご
と

に
女
性
の
リ
ー
ダ
ー
的
存
在

が
1
人
ず
つ
い
ま
す
。
総
務
、

品
質
管
理
、
営
業
事
務
の
部

門
で
は
そ
れ
ぞ
れ
、
女
性
が

実
質
的
な
ト
ッ
プ
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
ソ
フ
ト
、
ハ
ー
ド

面
で
働
き
や
す
さ
を
工
夫
し
、

長
く
働
い
て
も
ら
う
環
境
づ

く
り
に
も
努
め
て
い
ま
す
。

　
最
近
で
は
、
更
衣
室
と
休

憩
室
を
リ
フ
ォ
ー
ム
し
ま
し

た
。
以
前
の
休
憩
室
は
畳
部

屋
で
更
衣
室
も
兼
用
で
し
た
。

手
狭
と
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

専
用
更
衣
室
を
設
置
し
、
冷

暖
房
を
完
備
。
休
憩
室
も
カ

フ
ェ
テ
リ
ア
風
に
改
装
し
ま

し
た
。
食
事
や
休
憩
な
ど
、

過
ご
し
や
す
い
場
所
に
な
っ

た
と
、
好
評
で
す
。

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

男
性
１
人
と
女
性
４
人
の
チ

ー
ム
で
進
め
ま
し
た
。
ソ
フ

ト
と
ハ
ー
ド
両
面
で
女
性
の

視
点
が
生
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
角
谷
社
長
は
「
女
性
の
管

理
職
登
用
も
増
や
し
た
い
で

す
。
そ
の
た
め
に
も
社
員
教

育
や
人
材
育
成
を
充
実
し
て

い
き
ま
す
。
経
営
者
の
目
線

で
も
の
を
考
え
ら
れ
る
よ
う

な
人
を
育
て
て
い
く
つ
も
り

で
す
。
ま
た
、
女
性
な
ら
で

は
の
強
み
や
得
意
な
部
分
、

そ
し
て
長
所
を
生
か
し
て
、

彼
女
た
ち
の
成
長
と
と
も
に

実
例
編 

パ
ー
ト
⑩

とっとり国際
ビジネスセンター

海
外
展
開
の
ス
ス
メ

２
０
２
４
年
度
の
企
業
支
援
策

　
境
港
商
工
会
議
所
は
、
市

内
事
業
者
の
経
営
課
題
解
決

に
向
け
て
、
各
種
の
個
別
相

談
会
を
そ
れ
ぞ
れ
毎
月
1
回

開
催
し
て
い
ま
す(

秘
密
厳

守
、
相
談
料
無
料)

。 

　
各
相
談
会
３
月
の
あ
ら
ま

し
は
、
次
の
通
り
で
す
。

よ
ろ
ず
支
援
拠
点

経
営
相
談
会

　
境
港
商
工
会
議
所
と
鳥
取

県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
は
、
毎

月
第
２
火
曜
日
に
経
営
相
談

会
を
開
催
。
経
営
上
の
あ
ら

ゆ
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時
　
３
月
12
日
㈫
　
午
後

1
時
～
４
時(

２
日
前
ま
で

の
予
約
が
必
要
で
す
）

相
談
員
　
鳥
取
県
よ
ろ
ず
支

援
拠
点
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

(

当
日
は
１
人
体
制
で
す
。

相
談
内
容
に
応
じ
て
、
各
分

野
の
専
門
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
に
引
き
継
ぐ
な
ど
、
チ
ー

ム
体
制
で
対
応
し
ま
す)

知
財
無
料
相
談
会

　
境
港
商
工
会
議
所
は
、
Ｉ

Ｎ
Ｐ
Ｉ
Ｔ
鳥
取
県
知
財
総
合

窓
口
の
協
力
を
得
て
、
毎
月

第
３
水
曜
日
に
知
財
無
料
相

談
会
を
開
催
。
知
的
所
有
権

や
特
許
、
商
標
、
意
匠
な
ど
、

様
々
な
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時
　
３
月
13
日
㈬
　
午
後

1
時
～
４
時(

前
日
ま
で
の

予
約
が
必
要
で
す
）

相
談
員
　
知
財
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー(

Ｉ
Ｎ
Ｐ
Ｉ
Ｔ
鳥
取

県
知
財
総
合
窓
口
か
ら
派

遣)事
業
承
継
個
別
相
談
会

　
境
港
商
工
会
議
所
と
境
港

市
は
、
事
業
承
継
全
般
に
関

す
る
相
談
会
を
毎
月
第
３
木

曜
日
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

日
時
　
３
月
21
日
㈭
　
午
後

1
時
～
４
時(

前
日
ま
で
の

予
約
が
必
要
で
す
）

相
談
員
　
鳥
取
県
事
業
承
継

・
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー 

サ

ブ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

　
開
催
場
所
は
、
い
ず
れ
も

境
港
商
工
会
議
所 

経
営
支

援
室(

上
道
町)

で
す
。

　
詳
し
く
は
、
境
港
商
工
会

議
所
相
談
課(

☎
44
―
１
１

１
１)

ま
で
。

３
月
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

境
　港

商
議
所

各
種
個
別
相
談
会

国際展示会に出展した鳥取県企業のブース

カ
フ
ェ
テ
リ
ア
風
に
改
装
し
た
同
社
休
憩
室

当
社
も
成
長
し
て
い
き
た
い

で
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

米子市水道局からのお知らせ

公式Ｘホームページ

を
支
援
し
ま
す
。

　
本
展
示
会
は
、
海
外
バ
イ

ヤ
ー
と
の
商
談
に
特
化
し
た

食
品
展
示
会
で
、
当
セ
ン
タ

ー
も
過
去
３
回
ブ
ー
ス
出
展

支
援
を
実
施
。
出
展
企
業
様

か
ら
も
有
力
バ
イ
ヤ
ー
と
直

接
商
談
が
で
き
る
成
果
の
大

き
い
〝
優
良
展
示
会
〟
と
評

価
さ
れ
る
人
気
の
あ
る
展
示

会
で
、
現
在
公
募
中
で
す
。

　
ま
た
本
展
示
会
以
外
に
も
、

医
療
機
器
、
健
康
食
品
な
ど

の
分
野
で
の
国
際
展
示
会
へ

の
出
展
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

② 

各
種
補
助
金
メ
ニ
ュ
ー

も
充
実
「
海
外
ビ
ジ
ネ
ス
支

援
補
助
金
」

　
海
外
展
示
会
の
出
展
費
用

や
、
海
外
商
談
の
た
め
の
渡

航
費
用
な
ど
の
経
費
の
一
部

を
助
成
し
、
企
業
様
の
海
外

展
開
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

ま
た
、
海
外
展
開
に
係
る
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
経
費
の
補
助

金
も
あ
り
ま
す
。

③ 
当
セ
ン
タ
ー
な
ら
で
は

の
ハ
ン
ズ
オ
ン
支
援
「
海
外

販
路
開
拓
活
動
同
行
支
援
事

業
」

　
国
際
取
引
に
知
見
を
有
す

る
当
セ
ン
タ
ー
職
員
が
海
外

で
行
う
商
談
・
展
示
会
な
ど

に
同
行
し
、
商
談
な
ど
の

サ
ポ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
職
員
の
費
用

に
対
す
る
企
業
負
担
は
一

切
発
生
し
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
ら
の
支
援
メ
ニ
ュ

ー
以
外
に
も
、
経
験
豊
富

な
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
相
談

対
応
も
行
っ
て
い
ま
す
。

初
め
て
海
外
取
引
を
始
め

た
い
企
業
様
か
ら
の
ご
相

談
も
大
歓
迎
で
す
。
国
際

ビ
ジ
ネ
ス
が
活
発
化
し
て

い
る
今
を
契
機
に
、
海
外

へ
の
一
歩
を
踏
み
出
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

　
是
非
、
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
当
セ
ン
タ

ー(

☎
30
―
３
１
６
１)

ま
で
。
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 米子市水道局指定工事店

 公共下水道指定工事店　ＬＰガス　住宅設備機器

鳥取県境港市幸神町１５４番地

TEL(0859)45-2131(代)

足立燃料有限会社
代表取締役社長 足 立 　 祥

開
館
ま
で
あ
と
１
年

県
立
美
術
館

カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
イ
ベ
ン
ト
は
巨
大
紙
相
撲

　

鳥
取
県
立
美
術
館
は
、
２
０
２
５
年
３
月
30
日
に
開
館
す

る
予
定
で
す
。
１
年
前
と
な
る
こ
と
し
３
月
に
カ
ウ
ン
ト
ダ

ウ
ン
イ
ベ
ン
ト
「
ど
ん
ど
こ
！
巨
大
紙
相
撲
」
を
実
施
。
県

内
各
地
で
巡
業
し
、
倉
吉
市
で
本
場
所
を
行
い
ま
す
。

　

境
港
商
工
会
議
所
会
員

企
業
の
創
業
時
の
様
子
を

伝
え
る
「
創
業
の
頃
」。

今
回
は
、
㈲
板
倉
博
商
店

(

松
ヶ
枝
町)

の
板
倉
一
晃

社
長
に
伺
い
ま
し
た
。

創業の創業の 27

信頼を育みながら商売を
頃

― 板倉博商店 ―

　
当
社
の
起
源
は
、
曾
祖
父

ま
で
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。
お

ぼ
ろ
げ
で
す
が
、
昭
和
の
初

め
に
福
井
県
か
ら
出
て
き
た

曾
祖
父
が
こ
こ
境
港
で
商
い

を
始
め
ま
し
た
。
祖
父
は
曾

祖
父
の
鮮
魚
の
仕
事
に
共
感

で
き
ず
、
塩
干
魚
専
門
の
店

構
え
に
路
線
を
変
え
た
そ
う

で
す
。

　
で
す
が
、
父
が
開
業
当
初

の
境
港
水
産
物
直
売
セ
ン
タ

ー(

昭
和
町)

へ
の
出
店
を

機
に
鮮
魚
を
取
り
扱
う
よ
う

に
な
り
、
二
転
三
転
の
変
化

を
伴
い
な
が
ら
、
私
が
受
け

継
ぐ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
私
は
約
30
年
前
に
学
生
生

活
を
終
え
、
境
港
に
帰
っ
て

来
て
か
ら
は
、
ず
っ

と
同
水
産
物
直
売
セ

ン
タ
ー
で
の
業
務
と

な
り
、
日
々
、
早
朝

か
ら
セ
リ
へ
行
き
、

そ
の
日
そ
の
日
の
魚

を
買
い
付
け
て
い
ま

し
た
。

　
帰
っ
て
間
も
な
い

う
ち
は
、
セ
リ
か
ら

持
ち
帰
っ
た
魚
介
類
が
箱
ご

と
飛
び
交
う
よ
う
に
売
れ
た

時
代
で
、
毎
日
仕
入
す
る
量

も
今
と
は
比
べ
物
に
な
ら
な

い
ほ
ど
多
か
っ
た
こ
と
を
覚

え
て
い
ま
す
。

　
で
す
が
、
時
代
と
と
も
に

そ
の
よ
う
な
販
売
は
影
を
ひ

そ
め
る
よ
う
に
な
り
、
売
上

も
落
ち
て
い
く
こ
と
に
。

　
そ
う
し
た
意
味
で
は
、
コ

ロ
ナ
禍
が
一
番
印
象
的
に
残

っ
て
い
ま
す
。
毎
日
、
駐
車

場
に
ほ
と
ん
ど
車
の
出
入
り

が
な
く
、
も
は
や
恐
怖
で
し

か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

れ
が
今
や
、
コ
ロ
ナ
禍
を
忘

れ
去
る
く
ら
い
の
人
々
の
往

来
で
活
力
を
高
め
て
く
れ

ま
す
。

　
現
在
は
、
２
年
前
の
同

水
産
物
直
売
セ
ン
タ
ー
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
を

機
に
退
店
し
た
の
ち
、
水

木
し
げ
る
ロ
ー
ド
の
本
店

横(
松
ヶ
枝
町)

に
質
素

な
が
ら
拠
点
を
移
し
、
営

業
し
て
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
水
木
ロ
ー
ド
で

今
ま
で
お
世
話
に
な
っ
て

い
る
リ
ピ
ー
タ
ー
さ
ん
や

地
元
の
皆
さ
ん
、
魚
を
見

て
笑
顔
で
話
が
盛
り
上
が

る
観
光
客
の
皆
さ
ん
と
、

こ
れ
か
ら
も
信
頼
を
育
み

な
が
ら
商
売
に
い
そ
し
ん

で
い
き
ま
す
。
　
　(

談)

　
県
立
美
術
館
は
、
倉
吉
未

来
中
心
な
ど
が
あ
る
倉
吉
パ

ー
ク
ス
ク
エ
ア(

倉
吉
市
駄

経
寺
町)

の
一
角
に
建
設
さ

れ
ま
す
。
同
美
術
館
は
、
子

ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
誰
も

が
美
術
に
親
し
め
る
開
放
的

な
美
術
館
で
す
。
企
画
展
、

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
は
も
ち
ろ

ん
、
無
料
ゾ
ー
ン
で
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
や
カ
フ
ェ
、
シ

ョ
ッ
プ
な
ど
、
思
い
思
い
に

過
ご
せ
ま
す
。

　
開
館
ま
で
の
期
間
も
皆
さ

ん
が
一
緒
に
楽
し
め
る
よ
う

に
、
イ
ベ
ン
ト
や
説
明
会
な

ど
、誰
に
で
も
開
か
れ
た〝
と

も
に
つ
く
る
〟
し
く
み
で
推

進
し
て
い
ま
す
。

　「
ど
ん
ど
こ
！
巨
大
紙
相

撲
」
は
美
術
家
ユ
ニ
ッ
ト
Ｋ

Ｏ
Ｓ
Ｕ
Ｇ
Ｅ
１
―
16
に
よ
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
す
。

　
ダ
ン
ボ
ー
ル
で
等
身
大
の

大
き
な
力
士
を
作
る「
巡
業
」

を
鳥
取
県
東
部
・
中
部
・
西

部
で
行
い
ま
す
。
３
人
か
ら

５
人
ま
で
の
チ
ー
ム
で
ア
イ

デ
ア
を
出
し
合
っ
て
作
っ
た

個
性
豊
か
な
力
士
た
ち
が

「
本
場
所
」
に
集
ま
り
、
ど

ん
ど
こ
、
ど
ん
ど
こ
と
、
制

作
者
た
ち
が
土
俵
を
た
た
い

て
対
戦
し
ま
す
。

　
西
部
の
巡
業
会
場
は
、
境

港
お
さ
か
な
パ
ー
ク(

昭
和

町
、
県
営
境
港
水
産
物
地
方

卸
売
市
場
２
号
上
屋
内)

で
、

３
月
17
日
に
実
施
。
本
場
所

は
、
３
月
31
日
に
倉
吉
未
来

中
心(

倉
吉
市
駄
経
寺
町)

で
行
わ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
谷た

に

町ま
ち

も
募
集
中
で

す
。
優
勝
力
士
や
参
加
力
士

へ
の
懸
賞
品
提
供
で
、
巨
大

紙
相
撲
を
応
援
す
る
人
を
募

っ
て
い
ま
す
。
菓
子
な
ど
の

日
持
ち
の
す
る
商
品
、
文
房

具
、
地
域
で
使
え
る
商
品
券
、

招
待
券
な
ど
、
数
千
円
規
模

の
も
の
を
想
定
。
企
業
名
や

団
体
名
を
「
懸
賞
幕
」
に
仕

立
て
て
、
本
場
所
で
お
披
露

目
し
ま
す
。

　
同
イ
ベ
ン
ト
の
あ
ら
ま
し

は
、
次
の
通
り
で
す
。

〔
巡
業(

西
部
会
場)

〕

日
時
　
３
月
17
日
㈰
　
午
前

10
時
～
正
午

場
所
　
境
港
お
さ
か
な
パ
ー

ク(

境
港
市
昭
和
町)

参
加
方
法
　
Ｗ
ｅ
ｂ
申
込
フ

ォ
ー
ム(

二
次
元
バ
ー
コ
ー

ド
を
参
照)

、
ま
た
は
県
立

美
術
館
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
に
電

話(

☎
０
８
５
８
―
27
―
０

７
７
１
、
３
月
４
日
㈪
午
後

４
時
ま
で)

で
申
し
込
み
。

応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
に

な
り
ま
す
。
※
本
場
所
に
参

加
で
き
る
こ
と
が
条
件
で
す

〔
本
場
所
〕

日
時
　
３
月
31
日
㈰
　
午
後

１
時
～
４
時(

観
覧
自
由)

会
場
　
倉
吉
未
来
中
心 

小

ホ
ー
ル(

倉
吉
市
駄
経
寺
町)

　
詳
し
く
は
、

同
美
術
館
パ

ー
ト
ナ
ー
ズ

ま
で
。

　同事業所は障がいや年齢、体力などの理由で雇用契約を結んで働くことの
難しい人が就労の機会を得たり、就労に必要な知識や能力の向上のために訓
練を受けることができる施設です。
　「笑顔のある、より良い事業所があればと思い、自分で始めることにしまし
た」と話す葛本社長。「利用者に第２の家と思ってもらえるような場所を作り
たい」とも。身体、知的、精神のうち、いずれの障がいがある人の受け入れ
も可能です。
　作業は、野菜の袋詰めやアニ
メキャラクターのフィギュアの袋
入れ、プラスチックをリサイクル
する前のシールはがしなどがあ
り、葛本社長は「利用者の皆さ
んにあった仕事を、というのが
一番です」と話します。
　季節ごとの行事も行っており、
昨年はクリスマス忘年会を開催しました。３カ月に１回は何かをしようと皆で
話しています。利用者からの要望があれば、急きょ実施することもあります。
　「きょうは、こんなことがあって面白かったよ」と言ってもらえる場所にした
いとのことで、利用者からは「スタッフがやさしくて楽しい。手作りの昼食が
おいしい」という声も。送迎や昼食は無料で行っています。作業所の利用者
負担金もありません。

　最後に、葛本社長は「静かな場所で環境の良
い、笑いのある事業所です。ぜひ一度、見学に
来てください」と呼びかけました。
　詳しくは、同事業所(☎0852－76－2806)にお
問い合わせください。

Part

68企業探訪企業探訪企業探訪
笑って楽しく通える事業所
― 就労継続支援B型 すまいる 笑 (One Heart) ―

障がいのある人の就労を支援

　㈱O
ワ ン

ne H
ハ ー ト

eart(中野町、葛
くずもと

本年秀社長)は、松江市八束町で障がい福祉
サービス事業所「就労継続支援Ｂ型 すまいる 笑

わら

」を運営。今回の企業探
訪は、同事業所に登場していただきました。

「
す
ま
い
る 

笑
」の
看
板

と
葛
本
年
秀
社
長

水産物直売センターで仕事をする
板倉一晃社長（左）と父（中央）、弟

2022年に東京都墨田区で開催された巨大紙相撲
「北斎すみゆめ場所」＝撮影：427FOTPO

Instagramホームページ
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鳥取県公安委員会認定  第61号
㈳全国警備業協会加盟・鳥取県警備業協会会員

有限会社サンアート山陰
〒684-0043 鳥取県境港市竹内町1362番地

ＴＥＬ ０８５９－４５－２２２８

●元気な方なら、18歳～65歳位までOK!
●勤務場所は、境港市内・米子市周辺
　鳥取県西部・島根県東部など

株式会社 友和・保険センター
本　店 〒683-0802 鳥取県米子市東福原7-2-6  TEL（0859）34-4938  FAX34-5660
境港店 〒684-0071 鳥取県境港市外江町2361-2  TEL（0859）21-0117  FAX21-0118

ホームページ ： www.youwa-hoken.jp/

～ 境港店店長  鷲澤からのお得情報 ～

＆LIFE 介護保険Ｃ（ケア）セレクト

一度、当代理店ホームページへ↓↓↓

＜ 3/2 より新発売 ＞

（介護･認知症選択型保障保険）

•
•
•
•
•
•
•
•

美保関沖事件の理解深めて

美保関沖事件慰霊の会

出版物を境港商工会議所に寄贈出版物を境港商工会議所に寄贈出版物を境港商工会議所に寄贈

　
美
保
関
沖
事
件
慰
霊
の
会

(

門
脇
紀
文
会
長)

創
設
者
・

監
察
役
の
松
下
薫か

お
る

氏
ら
は
、

境
港
商
工
会
議
所
に
出
版
物

を
贈
呈
。
こ
と
し
１
月
22
日
、

堀
田
收
会
頭
に
目
録
を
手
渡

し
ま
し
た
。

　
美
保
関
沖
事
件
と
は
、
１

９
２
７(

昭
和
２)

年
に
島

根
県
美
保
関
沖
で
日
本
海
軍

の
夜
間
演
習
中
に
起
こ
っ
た

　
美
保
関
沖
事
件
慰
霊
の
会
の
参
与
・
遠
藤
量り

ょ
う

氏
に
美
保
関

沖
事
件
に
つ
い
て
寄
稿
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
96
年
前
、
日
本
海
で
起

き
た
日
本
海
軍
最
大
の
軍

艦
衝
突
事
故
の
悲
劇
。
世

に
言
う「
美
保
関
沖
事
件
」。

　
１
９
２
７(

昭
和
２)

年

８
月
24
日
深
夜
、
美
保
関

沖
で
、
旧
海
軍
連
合
艦
隊

の
63
隻
が
２
軍
に
分
か
れ

て
戦
闘
演
習
を
実
施
し
た

と
こ
ろ
、
駆
逐
艦
「
蕨わ

ら
び

」

が
巡
洋
艦
「
神じ

ん

通つ
う

」
に
激

突
さ
れ
て
沈
没
。
避
け
よ

う
と
し
た
後
続
の
駆
逐
艦

「
葦あ

し

」
も
巡
洋
艦
「
那な

珂か

」
と

衝
突
し
て
大
破
し
、
船
尾
部

分
を
切
断
さ
れ
沈
没
し
た
た

め
、
計
１
１
９
人
が
殉
職
し

ま
し
た
。

　
暗
夜
、
無
灯
火
の
中
で
行

わ
れ
た
海
軍
独
特

の
激
し
い
演
習
の

無
謀
さ
も
指
摘
さ

れ
ま
し
た
が
、
責

任
は
現
場
に
負
わ

さ
れ
た
形
と
な
り
、
神
通
の

艦
長
は
判
決
前
日
に
自
決
し

て
い
ま
す
。

　
暗
夜
、
無
灯
火
、
高
速
接

近
、
魚
雷
攻
撃
退
避
な
ど
、

実
戦
の
様
相
を
は
る
か
に
超

え
る
激
し
い
も
の
で
あ
り
、

日
本
海
軍
未
曽
有
の
大
惨
事

と
な
り
ま
し
た
。

　
当
時
、
亡
く
な
っ
た
人
た

ち
の
御み

た
ま霊
を
鎮
魂
す
る
た
め
、

境
町
花
町
の
有
志
が
中
心
に

な
っ
て
、
大
変
な
思
い
を
重

ね
な
が
ら
、
在
郷
軍
人
会
な

ど
に
呼
び
か
け
て
、
１
９
２

８(

昭
和
３)

年
11
月
、
大
惨

事
の
捜
査
本
部
が
あ
っ
た
台

場
の
丘(

現
在
地)

に
忠
魂

碑
が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

　
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り

で
、
高
さ
12
・
５
㍍
、
内
部

に
は
砲
身
と
機
雷
が
保
存
さ

れ
、
塔
の
頂
上
に
は
納
骨
堂

が
あ
り
ま
す
。

　
海
軍
史
に
書
き
留
め
る
の

み
な
ら
ず
、
郷
土
の
歴
史
と

し
て
、
伝
承
の
塔
の
保
存
の

た
め
、
長
く
境
港
錨い

か
り

会
、
鳥

取
県
西
部
海
友
会
を
中
心
に

保
存
・
伝
承
し
て
き
た
尊
い

経
過
が
あ
り
ま
す
。

　
最
近
、
あ
の
鳥
取
県
西
部

地
震
に
よ
っ
て
、
塔
の
微
小

の
傾
斜
が
実
測
さ
れ
「
補
強

か
」「
新
設
か
」
が
話
題
に

上
っ
て
い
ま
す
。
現
代
に
生

き
る
私
た
ち
の
責
任
に
お
い

て
何
と
し
て
も
護
ら
ね
ば
な

ら
な
い
し
、
風
化
さ
せ
て
は

な
り
ま
せ
ん
。

　
今
、
新
し
く
名
称
を
変
更

し
て
「
美
保
関
沖
事
件
慰
霊

の
会
」
が
活
動
す
る
中
で
、

美
保
関
沖
事
件
回
想
大
展
示

会
、
元
文
芸
春
秋
編
集
長
の

高
橋
一か

ず

清き
よ

氏
講
演
会
な
ど
は
、

少
な
く
な
い
関
心
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。
ま
た
こ
の
ほ
ど
、

蕨
の
沈
没
位
置
と
海
底
状
況

が
水
中
ド
ロ
ー
ン
に
よ
っ
て

判
明
。
私
た
ち
の
活
動
が
日

台
場
の
丘
に
そ
び
え
る
美
保
関
沖
事
件
の
殉
職
者
慰
霊
塔

目録を堀田会頭（左）に渡す同会創設者・監察役
の松下薫氏＝境港商工会議所会頭室

艦
艇
の
多
重
衝
突
で
、
１
１

９
人
が
殉
職
し
た
事
故
の
こ

と
で
す
。

　
１
９
２
８(

昭
和
３)

年
に

境
台
場
公
園
に
美
保
関
沖
事

件
の
殉
職
者
を
祭
る
墓
標
が

建
立
さ
れ
、
以
来
毎
年
欠
か

さ
ず
慰
霊
祭
が
行
わ
れ
て
き

ま
し
た
。

　
同
慰
霊
の
会
は
、
慰
霊
祭

を
行
っ
て
き
た
団
体
を
一
本

化
し
て
誕
生
。
殉
職
者
の
慰

霊
と
美
保
関
沖
事
件
の
真
実

を
知
り
、
理
解
し
て
も
ら
う

活
動
を
精
力
的
に
展
開
し
て

い
ま
す
。

　
今
回
、
当
商
工
会
議
所
が

贈
呈
さ
れ
た
出
版
物
は
▽
エ

ッ
セ
イ
、
コ
ラ
ム
、
随
筆
集

「
老
い
て
こ
そ
花
」
▽
論
説

「
美
保
海
軍
航
空
隊
の
失
わ

れ
た
記
録
の
追
跡
」
▽
英
文

論
文
「
帝
国
海
軍
聯
合
艦
隊

壊
滅
の
道
程
」
▽
海
軍
出
身

者
で
結
成
し
た
防
衛
協
力
団

体
「
鳥
取
県
西
部
海
友
会
三

十
年
の
記
録
史
」
▽
ノ
ン
フ

ィ
ク
シ
ョ
ン
長
編
小
説
「
戦

時
下
の
上
海
ラ
プ
ソ
デ
ィ

ー
」
―
で
す
。

　
美
保
関
沖
事
件
に
つ
い
て
、

詳
し
く
は
同
慰
霊
の
会
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ(

「
美
保
関

沖
事
件
慰
霊
の
会
」で
検
索)

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
沿
い

で
、
妖
怪
グ
ッ
ズ
や
地
元
作

家
の
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
作
品
な

ど
を
取
り
扱
っ
て
い
る
「
も

の
の
け
本
舗
」。

　
同
店
の
数
あ
る
ア
イ
テ
ム

の
中
で
一
番
お
も
し
ろ
い
グ

ッ
ズ
は
、
魚
を
プ
リ
ン
ト
し

た
「
魚
ケ
ー
ス
」
で
す
。
タ

イ
、
ア
ジ
、
サ
ン
マ
、
ホ
ッ

ケ
、
金
目
鯛
な
ど
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
本
物
そ
っ
く
り
で

超
リ
ア
ル
。

　
そ
の
ケ
ー
ス
の
フ
ァ
ス
ナ

　
境
港
商
工
会
議
所
会
員
事
業
所
の

押
し
商
品
を
紹
介
す

る
こ
の
コ
ー
ナ
ー
。
今
回
は
、
㈱
ア
イ
ズ(

大
正
町
、
足
立
圭

介
社
長)

が
運
営
す
る
も
の
の
け
本
舗(

本
町)

の
「
魚
ケ
ー

ス
」
で
す
。

我が社

の一品
我が社

の一品

も
の
の
け
本
舗(

ア
イ
ズ)

魚
ケ
ー
ス

日
本
海
軍
最
大
の
海
難
事
故 

美
保
関
沖
事
件
に
想
う

美
保
関
沖
事
件
慰
霊
の
会 

参
与  

遠
藤
　量

特
別
寄
稿

お
も

本
の
〝
海
底
文
化
財
〟
の

発
掘
や
保
存
・
振
興
に
役

立
つ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
そ
し
て
、
蕨
艦
長
の
遺

児
、
五
十
嵐
邁す

ぐ
る

さ
ん
の
著

書「
美
保
関
の
か
な
た
へ
」

が
発
刊
さ
れ
て
い
ま
す
。

お
読
み
い
た
だ
く
と
あ
り

が
た
い
で
す
。

ー
を
開
け
る
と
、
魚
を
開
い

た
形
に
な
り
ま
す
。
中
身
は
、

こ
ん
が
り
美
味
し
そ
う
な
焼

き
色
の
つ
い
た
開
き
の
焼
き

魚
で
す
。
外
見
も
中
身
も
ど

ち
ら
も
本
物
と
見
間
違
い
そ

う
な
く
ら
い
の
リ
ア
ル
さ
を

楽
し
め
ま
す
。

　
魚
の
ま
ち
・
境
港
ら
し
さ

が
感
じ
取
れ
る
こ
の
一
品
は
、

ペ
ン
ケ
ー
ス
や
小
物
入
れ
、

ま
た
財
布
と
し
て
も
利
用
で

き
ま
す
。
魚
種
ご
と
に
使
い

分
け
て
楽
し
む
こ
と
も
。
魚

好
き
の
人
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
す

る
と
喜
ば
れ
そ
う
で
す
ね
。

　
詳
し
く
は
、
も
の
の
け
本

舗(

☎
47
―
０
８
０
８)

に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

20
の
機
関
が
連
携

と
っ
と
り
企
業
支
援

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
鳥
取
県
は
、
中
小
企
業
や

小
規
模
事
業
者
の
皆
さ
ん
の

資
金
繰
り
、
経
営
改
善
、
販

路
開
拓
、
新
事
業
展
開
と
い

っ
た
経
営
課
題
に
対
し
て
、

東
部
・
中
部
・
西
部
の
圏
域

ご
と
に
「
と
っ
と
り
企
業
支

援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
構
成

し
て
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
同
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
鳥

取
県
と
商
工
団
体
、
金
融
機

関
、
信
用
保
証
協
会
や
産
業

支
援
機
関
な
ど
、
20
の
機
関

が
連
携
・
協
力
し
て
総
合
的

か
つ
集
中
的
な
支
援
を
行
う

も
の
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
境
港
商
工
会

議
所
相
談
課(

☎
44
―
１
１

１
１)

ま
で
。

外見（左）も中身も本物そっくりな魚ケース（鯛）

4
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山陰インバ
ウンド機構

未
来
に
続
く
山
陰
の
観
光

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

３
月
26
日

　
境
台
場
公
園(
花
町)

は
桜

の
名
所
と
し
て
有
名
で
、
約

２
４
０
本
の
桜
が
咲
き
ま
す
。

桜
ま
つ
り
実
行
委
員
会
は
、

毎
年
桜
ま
つ
り
を
開
催
。
期

間
中
は
、
約
１
０
０
基
の
ぼ

ん
ぼ
り
を
設
置
し
、
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
を
行
い
ま
す
。

　
同
桜
ま
つ
り
の
あ
ら
ま
し

は
、
次
の
通
り
で
す
。

期
間
　
３
月
27
日
㈬
～
４
月

７
日
㈰(

桜
の
開
花
状
況
で

変
更
の
場
合
あ
り)

会
場
　
境
台
場
公
園

〔
内
容
〕　

ぼ
ん
ぼ
り
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

(

午
後
６
時
～
９
時)

境
港
灯
台
開
放
　
▽
時
間
＝

午
前
10
時
～
午
後
４
時

昭
花
ク
ラ
ブ
作
品
展
・
バ
ザ

境
台
場
公
園
桜
ま
つ
り

境
台
場
公
園
桜
ま
つ
り

境
台
場
公
園
桜
ま
つ
り

約
１
０
０
基
の
ぼ
ん
ぼ
り
を
設
置

3月27日から

　(

一
社)

山
陰
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
機
構
は
「
人
材
か
ら
読

み
解
く
未
来
に
続
く
山
陰
の

観
光
『
山
陰
ツ
ー
リ
ズ
ム
人

材
育
成
塾
卒
業
生
の
今
』」

と
題
し
て
、
３
月
26
日
に
米

子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ

ー(
米
子
市
末
広
町)

で
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

　
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
通
し

て
、
山
陰
の
未
来
と
観
光
人

材
育
成
の
必
要
性
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
あ
ら

ま
し
は
、
次
の
通
り
で
す
。

日
時
　
３
月
26
日
㈫
　
午
後

３
時
～
５
時

会
場
　
米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー 

国
際
会
議
室

内
容
　
①
基
調
講
演
▽
テ
ー

マ
＝
未
来
に
繋つ

な

げ
る
地
域
づ

く
り
・
観
光
の
始
ま
り
は
人

　
済
生
会
境
港
総
合
病
院
は
、

最
新
鋭
の
装
置
を
使
用
し
て

低
線
量
Ｃ
Ｔ
肺
が
ん
検
診
を

行
っ
て
い
ま
す
。
肺
が
ん
発

見
率
は
、
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン

検
診
に
比
べ
て
約
10
倍
で
す
。

検
診
費
用
は
、
こ
と
し
２
月

に
減
額
し
て
５
５
０
０
円

(

税
込
み)

に
な
り
ま
し
た
。

　
日
本
人
の
死
因
の
第
１
位

は
が
ん
で
あ
り
、
臓
器
別
で

は
肺
が
ん
が
最
も
多
く
、
年

々
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
肺
が
ん
は
早
期
で
は
、
ほ

ぼ
無
症
状
で
、
症
状
が
現
れ

た
時
点
で
は
進
行
し
て
い
る

場
合
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
早
期
発
見
す
る
こ

と
で
、
治
療
の
選
択
肢
を
増

や
し
、
完
治
を
目
指
す
こ
と

も
で
き
ま
す
。

　
早
期
発
見
・
早
期
治
療
が

重
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に

は
低
線
量
Ｃ
Ｔ
肺
が
ん
検
診

を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
低
線
量
Ｃ
Ｔ
検
査
は
、
通

早期発見で完治を目指そう

低線量CT肺がん検診
ー 済生会境港総合病院 ー

ー
な
ど
　
▽
時
間
＝
午
前
10

時
～
午
後
４
時

イ
ベ
ン
ト
　
▽
開
催
日
＝
３

月
30
日
㈯
・
31
日
㈰
▽
場
所

＝
海
と
く
ら
し
の
史
料
館
中

庭(

花
町)

▽
実
施
内
容
＝

踊
り
、
太
鼓
、
バ
ン
ド
演
奏

な
ど
▽
出
演
申
込
＝
３
月
５

日
㈫
ま
で
に
同
実
行
委
員
会

((

一
社)

境
港
観
光
協
会
内
・

☎
47
―
３
８
８
０)

に
連
絡

　
詳
し
く
は
、
同
実
行
委
員

会
へ
。
ま
た
、
同
観
光
協
会

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ(

「
境

港
観
光
ガ
イ
ド
」
で
検
索)

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

約
２
４
０
本
の
桜
が
咲
き
誇
る
境
台
場
公
園

常
の
胸
部
Ｃ
Ｔ
検
査
よ
り
少

な
い
放
射
線
被
ば
く
線
量
で

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
Ｃ
Ｔ

検
査(

１
m
Ｓ
ｖ
以
下)

で
す
。

　
同
病
院
で
は
「
検
査
時
間

は
わ
ず
か
３
分
な
の
で
、
気

軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
」

と
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
同
病
院
健
診

セ
ン
タ
ー(

☎
42
―
３
１
６

４
、
平
日
の
午
前
11
時
～
午

後
４
時)

に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

材
か
ら
▽
講
師
＝
㈱
美
ら
地

球
・
Ｃ
Ｅ
Ｏ 

山
田
拓
氏
②

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

▽
テ
ー
マ
＝
山
陰
の
魅
力
を

世
界
に
伝
え
る

定
員
　
２
０
０
人

応
募
締
切
　
３
月
19
日
㈫

　
申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く

は
同
機
構(

☎
21
―
１
５
０

２)

ま
で
。

　
境
港
警
察
署
は
「
鳥
取
県

警
察
の
警
察
官
お
よ
び
警
察

行
政
職
員
採
用
試
験
」
に
つ

い
て
、
周
知
に
努
め
て
い
ま

す
。

　
試
験
区
分
は
▽
警
察
官
Ａ

▽
警
察
官
Ｂ(

チ
ャ
レ
ン
ジ

コ
ー
ス)

▽
警
察
行
政
職
員

(

氷
河
期
チ
ャ
レ
ン
ジ
枠)

▽
警
察
行
政
職
員(

大
学
卒

業
程
度)

―
の
４
区
分
で
す
。

受
験
案
内
は
、
申
込
受
付
期

間
前
に
配
布
を
開
始
す
る
予

定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ー
ス
は
教

養
試
験
で
は
な
く
、
Ｓ
Ｐ
Ｉ

３(

基
礎
能
力)

試
験
を
実

施
す
る
た
め
、
公
務
員
試
験

の
対
策
は
不
要
で
す
。
い
ず

れ
の
試
験
も
、
鳥
取
市
、
米

子
市
、
東
京
、
大
阪
の
会
場

で
第
１
次
試
験
の
受
験
が
可

能
。

　
試
験
区
分
や
受
験
資
格
な

ど
の
詳
細
は
、
鳥
取
県
警
察

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ(

「
鳥
取

警
察
」
で
検
索)

で
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式

ア
カ
ウ
ン
ト
「
鳥
取
県
警
察

採
用
係
」
で
も
採
用
情
報
を

配
信
中
で
す
。
問
い
合
わ
せ

は
、
鳥
取
県
警
察
本
部
警
務

部
警
務
課
人
事

第
二
係(

採
用

案
内
フ
リ
ー
ダ

イ
ヤ
ル
０
１
２

０
―
０
２
２
―

７
１
２)

ま
で
。

３月４日㈪ 午前　　　 産業医

〃 　　　午後 産業医

３月７日㈭ 午前　　　精神科医

〃 　　　午後 産業医

３月11日㈪ 午前　　　 産業医

〃 　　　午後 産業医

企業・労働者の相談窓口
　西部地域産業保健センターは、企業と労働者の健康
や長時間労働について個別相談を行っています。

○午前の部＝９時30分～11時30分、午後の部＝１時30分～３時30分
○米子市久米町の西部医師会館会議室で個別に相談に応じます。（無料）
○問い合わせは、西部地域産業保健センターまで。☎２２－３５７０

３月の相談日

ホームページLINE

警察官と警察行政職員

鳥取県警察が採用試験
ー 境港警察署 ー

試験区分

警察官Ａ

警察官Ｂ
※チャレンジコース

3月1日㈮～
　 4月5日㈮

3月1日㈮～
　4月12日㈮

3月1日㈮～
　5月16日㈭

6月19日㈬
(予定)

6月24日㈪～
　　 26日㈬
(予定)

7月31日㈬
(予定)

警察行政職員
（氷河期チャレンジ枠）
警察行政職員
（大学卒業程度）

申込期間 第1次試験 第2次試験

5月12日㈰

5月12日㈰

6月16日㈰

鳥取県警採用試験のスケジュール
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株式
会社 や　ま　さ　き

選べるたのしさ.  オフィスの通販
会員募集中！

■境港店  境港市浜ノ町147番地　　 TEL：0859－42－2206
■米子店  米子市両三柳2371－5　　  TEL：0859－33－2646展示場

工　場 境港市元町58

〒684-0032

ヨー イシヤサン

℡ 0859-44-1483（代）
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事務局 ： 〒６８４－００３３ 境港市上道町３１４７
電　話 ： ４４－２７００　ＦＡＸ ： ４４－４６４９
Ｅ-mａｉｌ ： sakaijc@chukai.ne.jp
ホームページ ： http://www.sakaiminato-jc.com/

（一社）境港青年会議所

検索境港青年会議所

（一社）境港青年会議所　ＪＣプレス

　
境
港
青
年
会
議
所
は
創
立

記
念
日
と
な
る
２
月
11
日
に
、

美
保
関
文
化
交
流
館(

松
江

市
美
保
関
町)

で
「
２
０
２

４
年
度
Ｏ
Ｂ
合
同
例
会
・
懇

親
会
」
を
開
催
。
今
回
は
Ｏ

Ｂ
会
員
33
人
、
現
役
会
員
17

人
の
総
勢
50
人
が
集
い
ま
し

た
。

　
例
会
の
設
営
は
、

総
務
広
報
委
員
会

の
福
嶋
隆り

ゅ
う
じ爾
委
員

長
と
委
員
会
メ
ン

バ
ー
が
主
軸
と
な

っ
て
行
い
、
現
役

メ
ン
バ
ー
が
揃
っ

て
Ｏ
Ｂ
の
皆
さ
ん

を
盛
大
に
お
出
迎

え
し
ま
し
た
。

　
例
会
の
開
始
前

に
は
、
創
立
55
周

年
ま
で
の
当
会
活

動
の
歩
み
を
振
り

返
り
、
併
せ
て
現

役
メ
ン
バ
ー
の
活

動
状
況
も
取
り
ま

と
め
、
Ｏ
Ｂ
諸
先

輩
の
現
役
時
代
の

活
動
と
今
の
私
た

ち
の
活
動
を
つ
な

ぐ
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ム
ー
ビ
ー

を
上
映
。

　
例
会
で
は
、
当
青
年
会
議

所
・
丸
山
誉た

か

覚あ
き

理
事
長
が
今

期
の
意
気
込
み
を
Ｏ
Ｂ
の
皆

さ
ん
に
伝
え
、
続
い
て
古
徳

幹
男
Ｏ
Ｂ
会
長
に
代
わ
っ
て

あ
い
さ
つ
し
た
南
良
介
Ｏ
Ｂ

会
副
会
長
が
Ｏ
Ｂ
諸
先
輩
を

　
２
０
２
４
年
度
ま
ち
づ
く

り
委
員
会
の
委
員
長
を
務
め

ま
す
足
立
正ま

さ

湖こ

で
す
。

　
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
と
し

て
次
の
四
つ
の
重
点
目
標
を

掲
げ
て
、
活
動
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

● 

体
験
を
通
じ
て
地
域
の

未
来
に
無
限
の
可
能
性
を
拡

げ
る

● 

ま
ち
づ
く
り
事
業
を
通

し
て
会
員
の
知
識
を
向
上
さ

せ
る

● 

創
立
60
周
年
に
向
け
て

代
表
し
て
、
現
役
会
員
に
し

っ
か
り
と
熱
い
思
い
が
込
も

っ
た
激
励
の
言
葉
を
送
り
ま

し
た
。

　
例
会
終
了
後
に
は
、
会
場

を
美
保
館
本
館(

美
保
関
町)

に
移
し
、
現
役
会
員
と
Ｏ
Ｂ

先
輩
諸
氏
の
交
流
の
時
間
と

し
て
懇
親
会
を
開
催
。

　
新
た
に
入
会
し
た
２
人
の

会
員
を
紹
介
し
、
ま
た
今
年

度
の
新
体
制
と
な
る
役
員
会

員
の
紹
介
も
行
い
、
Ｏ
Ｂ
の

皆
さ
ん
に
今
の
会
員
一
人
一

人
を
し
っ
か
り
と
知
っ
て
も

ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
回
の
２
月
Ｏ
Ｂ
例
会
・

懇
親
会
で
の
Ｏ
Ｂ
諸
先
輩
と

の
交
流
を
通
じ
て
、
今
ま
で

様
々
な
活
動
に
取
り
組
ん
で

こ
ら
れ
た
先
輩
の
皆
さ
ん
の

Ｏ
Ｂ
合
同
例
会 

先
輩
諸
氏
と
親
交
深
め
る

南
良
介
Ｏ
Ｂ
会
副
会
長
が
熱
く
激
励

想お
も

い
を
紡
い
で
い
き
、
こ
れ

か
ら
も
ま
ち
づ
く
り
の
た
め

の
運
動
・
活
動
に
尽
力
し
て

い
き
ま
す
。

　
よ
り
一
層
、
団
結
力
の
深

ま
っ
た
境
港
青
年
会
議
所
の

今
後
の
活
動
に
ご
支
援
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

青少年の可能性拡大へ
高平 光ひとづくり

委　員　会 委員長

　
こ
の
た
び
、
２
０
２
４
年

度
ひ
と
づ
く
り
委
員
会
の
委

員
長
の
職
を
預
か
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
高
平
光ひ

か
る

で
す
。

　
初
め
て
の
分
野
で
不
慣
れ

な
部
分
も
あ
り
ま
す
が
、
理

事
長
の
想お

も

い
を
組
み
入
れ
、

会
員
の
皆
さ
ん
の
サ
ポ
ー
ト

と
協
力
を
お
願
い
し
て
、
次

の
三
つ
の
目
標
の
基
に
委
員

会
運
営
と
青
年
会
議
所
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

● 

直
接
体
験
に
よ
る
青
少

年
の
可
能
性
の
拡
大

● 

地
域
と
人
と
の
繋つ

な

が
り

が
実
感
で
き
る
事
業

● 

拡
大
対
象
者
の
可
視
化

に
よ
る
情
報
共
有

築
い
て
き
た
歴
史
を
学
び
、

未
来
を
創
造
す
る
た
め
の
組

織
力
の
強
化

● 

Ｊ
Ｃ
活
動
を
楽
し
む
こ

と
で
自
信
を
も
っ
て
拡
大
に

取
り
組
む

　
今
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
も
収

束
し
、
数
年
振
り
に
人
と
人

の
対
面
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
可
能
と
な
り
ま
し

　
２
０
２
４
年
度
総
務
広
報

委
員
会
の
委
員
長
を
務
め
ま

す
福
嶋
隆
爾
で
す
。
総
務
広

報
委
員
会
と
し
て
次
の
三
つ

の
重
点
目
標
を
掲
げ
て
、
活

動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

● 
境
港
青
年
会
議
所
の
魅

力
を
伝
え
ら
れ
る
情
報
発
信

● 

集
客
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し

た
広
報
計
画

● 

Ｏ
Ｂ
先
輩
と
の
繋つ

な

が
り

を
再
構
築
し
、
会
員
拡
大
に

活
か
す

　
当
会
で
の
活
動
は
、
主
に

ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
、Facebook

、

Instagram

と
い
っ
た
Ｓ
Ｎ

Ｓ
を
用
い
た
情
報
発
信
と
、

境
港
商
工
会
議
所
ニ
ュ
ー
ス
、

市
報
さ
か
い
み
な
と
、
プ
レ

ス
リ
リ
ー
ス
で
の
広
報
と
い

っ
た
紙
面
媒
体
で
の
情
報
発

信
な
ど
、
幅
広
く
展
開
し
て

い
ま
す
。

　
そ
の
上
で
、
今
年
度
は
Ｓ

Ｎ
Ｓ(Instagram

)

を
積
極

的
に
活
用
し
て
、
私
た
ち
が

行
っ
て
い
る
事
業
づ
く
り
の

様
子
、
構
築
し
て
い
る
段
階

で
の
リ
ア
ル
な
姿
や
、
実
際

に
事
業
当
日
の
活
動
風
景
な

ど
の
投
稿
を
、
ス
ト
ー
リ
ー

性
を
乗
せ
て
伝
え
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
よ
り
身
近
に
、
よ
り
色
濃

く
、
今
の
境
港
青
年
会
議
所

の
魅
力
を
、
伝
え
て
い
く
情

報
発
信
を
目
指
し
ま
す
の
で
、

今
年
度
も
私
た
ち
の
活
動
に

ご
注
目
く
だ
さ
い
。

ただいま会員募集中
　ご興味のある人は、当青
年会議所事務局(☎44－２
７００)へ。また、公式ホーム
ページ（「境港青年会議所」
で検索）をご覧ください｡

　
当
会
会
員
や
私
が
生
ま
れ

育
っ
た
こ
の
街
が
直
面
す
る

課
題
や
目
標
に
対
し
て
、
率

直
な
議
論
と
建
設
的
な
提
案

を
促
進
し
、
会
員
の
皆
さ
ん

と
共
に
解
決
策
を
見
出
し
て

い
く
こ
と
が
私
の
使
命
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

た
。
人
と
出
会
い
、
体
験
を

通
じ
て
、
頭
を
働
か
せ
体
を

動
か
し
て
い
く
こ
と
で
得
ら

れ
る
価
値
観
や
思
い
を
生
む

き
っ
か
け
と
な
る
よ
う
な
事

業
を
開
催
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
と
し

て
の
組
織
の
窓
口
の
役
割
を

し
っ
か
り
と
果
た
し
て
い
け

た
ら
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
皆
さ
ん
の
意
見
や

ア
イ
デ
ア
を
尊
重
し
、
公
平

か
つ
透
明
な
プ
ロ
セ
ス
を
確

保
す
る
こ
と
に
全
力
を
尽
く

し
、
よ
り
良
い
未
来
に
繋
が

る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

伝
え
る
情
報
を
発
信

総
務
広
報
委
員
会 

委
員
長  

福
嶋
隆
爾

境
港
青
年
会

議
所
の
魅
力

地域の未来に無限の可能性を
足立正湖まちづくり

委　員　会 委員長

OB会員と共にことしの活躍を誓う境港青年会議所メンバー
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　2023年11月16日(木)、当会の鳥取県支部が静岡県御前崎市の浜岡原子力発電所
(以下:浜岡原発)を視察しました。浜岡原発は1～4号機が沸騰水型軽水炉(BWR)、5
号機が改良型沸騰水型軽水炉(ABWR)です。1・2号機は廃止措置中、3・4号機は適
合性確認審査中、5号機は適合性確認審査の申請準備中となっています。
　視察では、浜岡原発を紹介する浜岡原子力館の本堂貴士館長から浜岡原発の概要と
主な安全対策について説明していただき、原子力館内で実物大の原子炉模型を、展望
台で発電所全景を見学した後、発電所内にも入らせていただき、さまざまな安全対策
設備、高さ22ⅿの防波壁や制御室を間近で見学することができました。
　浜岡原発の安全対策は、主に5区分に分かれています。① 地震に備える② 津波に備
える③ 冷却機能の確保④ 格納容器の破損を防ぐ⑤ 原子炉建屋の破損を防ぐ－です。
　さらに、各安全対策は複数の代替手段を講じる仕様になっており、例えば想定以上
の津波が防波壁を超えて敷地内に侵入した場合、津波の波力にも耐えられる強化扉と
水密扉の２つの扉を電源不要の手動で閉じることができ、建物内への浸水を防ぐよう
な対策を講じています。また、発電所内の電源が喪失した場合に備えて、高台にガス
タービン発電機を設置。さらにガスタービン発電機が使えない時のために蓄電池や電
源車も備えています。
　浜岡原発では、中部電力と協力会社を合わせて約2,700人が従事しており、地域の
雇用を支えています。また、浜岡原子力館は年間約20万人が訪れる観光スポットに
なっており、地域振興にも貢献しています。

　中国地方の主な発電所は、電力需要の多い山陽
方面の沿岸部に集中しており、山陰地方には発電
電力量の多い発電所が３カ所あります。
　国土交通省によれば、南海トラフ巨大地震が発
生した場合、山陽地方でも強い揺れが発生すると
の予測が出ており、電力施設の被害も想定されて
います。
　発電所の発電が停止することで電力不足が発生
した場合は、電力会社同士で電力を融通する枠組
みもありますが、南海トラフ巨大地震は広範囲で
被害が出ることも想定されるので復旧に時間を要
する可能性があります。
　さらに右図の通り中国地方の発電所の多くは火
力発電所であり、世界で有事が起こった際に石炭
や天然ガスのサプライチェーンが途絶してしまう
と長期的に発電が困難になることも想定されます。
　安定的な電力供給をするためには、発電所の分
散立地を行うことと、火力・水力・原子力・再生
可能エネルギーを合わせた最適なエネルギーミッ
クスを目指していかなければなりません。

　島根原子力発電所は、2号機が2021年9月に原子力規制委員会か
ら原子炉設置変更許可を受領。2023年8月に工事計画認可申請の
認可受領により安全対策の工事内容が確定したことから、2023年
9月に使用前事前申請書を提出し、再稼働の予定時期を2024年8月
としています。
　1号機は1974年の営業運転開始から2015年に営業運転を終了し、
運転期間が41年を超えていることもあり約30年をかけて廃炉にす
る計画です。3号機は新規制基準への適合性審査に係る原子炉設置
変更許可申請について、原子力規制委員会に申請して審査中となっ
ています。

【中国地域エネルギーフォーラム鳥取県支部】事務局：境港商工会議所相談課内 (☎４４－１１１１)　

　視察参加者からは、
「安全対策の徹底に
は驚いた。原子力発
電が日本のエネル
ギー政策上、重要な
エネルギー源である
ことも分かった」と
の声が聞かれました。

【中国地域エネルギーフォーラム】は、地球環境問題を含め広くエネルギー問題について知識の普及と理解の促進を図り、エネルギー問
題を自分のこととしてとらえ、エネルギー資源が乏しい日本のこれからについて考えることを促していけるよう、広報・普及活動を展開
しています。

エネルギーのことを考えよう!

浜岡原子力発電所視察と島根原子力発電所のこれから浜岡原子力発電所視察と島根原子力発電所のこれから

実物大原子炉模型

本堂館長から説明を受ける参加者浜岡原子力発電所 全景空撮写真
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ＴＥＬ(0859)44－3531(代)　ＦＡＸ(0859)44－3386

日本海の新鮮なカニを独自の

製法でバラエティー豊かに

境港市昭和町12－26 ＴＥＬ(0859)44－3531(代)　ＦＡＸ(0859)44－3386
日本海冷凍魚(株)日本海冷凍魚(株)

国際線出国待合室内

「BEE WING3」　新規オープン!！
2023年12月18日に国際線出国待合室内の売店「BEE WING 3」が新規オープンしました。
山陰のお土産を中心に、お菓子、ラーメン、そば、調味料、お米などを取り揃えております。
米子鬼太郎空港から国際線をご利用の際には、ぜひ「BEE WING 3」にお越しください！

※酒・たばこ類のほか、免税品は現在、
許認可手続き中のため、手続きが完了次第、
取り扱いを開始します。

全国初となる県内事業者参加型の
「チャレンジ商品コーナー」 を設置中！

県内の県産品製造事業者の皆さんが訪日外国人旅行客に
対して自社製品の反応・感触を直接探れるコーナーです。
販売やPRをお考えの人は、下記の連絡先までお問い合わせ
ください。

●営業時間:国際線の出発日･時間帯
●場所:米子鬼太郎空港ターミナルビル2階 国際線出国待合室内
●「チャレンジ商品コーナー」問合せ先
　(株)ビーウィング　TEL0859-45-5848
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中海・宍道湖８の字
ルートスタンプラリー

ただいま実施中
　詳しくは、同スタンプラリー公式
ホームページ（「中海・宍
道湖８の字ルート」で検
索、二次元バーコード参
照)をご覧ください。

次のクイズに答えてください。
①～③までのうち、どれか一つが正
解です。正解した人には抽選でプレ
ゼントを差し上げます。

① 焼き魚
② 天ぷら
③ 鯛焼き

ハガキにクイズの答え、郵便番号、住所、氏名、年齢、
電話番号、境港商工会議所ニュースについてのひと
ことを明記して、下記の宛先まで送ってください。

応募のきまり

〒６８４-８６８６ 境港市上道町３００２
� 境港商工会議所 クイズ係

宛先

ＦＡＸ（４２－６５７７）
［E-mail］cci＠sakaiminato.comでもＯＫ。

応募締切

スポンサー　　㈱アイズ・もののけ本舗(本町)

３月8日㈮(当日消印有効)

もののけ本舗の一押し商品「魚ケース」のファ
スナーを開けると、中身は○○○です。〇〇〇
に当てはまるのは、次のどれでしょう。（ヒン
トは４ページ）

賞品  「魚ケース(鯛)」　３名様
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商工会議所会員を招いて

招待席

○創業のきっかけ？…ジャザサイズは、1969(昭和44)年
にアメリカで誕生し、世界30カ国以上で世代を越えて
愛されているダンスフィットネスです。ダンスワークア
ウト、筋トレ、ピラティス、ヨガなどの要素を取り入れ、
楽しく体を動かすことをモットーに設計されています。
2023(令和５)年４月から夢みなとタワー４階の企画展
示室でクラスを行っています。
○おすすめポイントは？…全米ヒットチャートから選曲し
た音楽に合わせながらステージに立つインストラクター
の動きを真似していただきますが、その時のご自身の体
調に合わせて無理なく動くことができます。終わった後
は、汗だくになること間違いなし！　爽快感と達成感に
あふれ、体の変化だけでなく、ストレス発散もできポジ
ティブになれます。ジャザサイズクラスにご入会の場合、
１カ月に何度でもご参加いただけます。
○お客様は？…主に20代から70代の皆さんにご参加いた
だいています。運動経験や年齢、性別は問いません。16
歳から参加可能です。年代問わず、一緒に踊って汗を流
せる、これがジャザサイズの大きな魅力の一つです。
○今後の事業展開（展望）？…より多くの皆さんに、ジャザ
サイズを通して、気軽に楽しみながら運動習慣を身につ
けていただき、心も体も健やかに元気に過ごせるようお
手伝いをさせていただきたいと思っています。保育園、
学校、公民館、企業、イベントへの出張依頼もお待ちし
ています！
○一言PR！…ジャザサイズをしている60分間は「あなた
だけの時間」です。ご自身のペースで体を動かして体も
心もスッキリさせませんか？　ご参加お待ちしています。

私達がお待ちしています！

【事業所のあらまし】
代 表 者 	太田恵子(おおた・けいこ)
所 在 地	 夢みなとタワー	４F企画展示室
	 (境港市竹内団地)
T E L	 090-4445-2190
営業時間	 火・木・土曜日(10：00～)
	 月・水曜日(19：30～)
	 いずれも時間は60分間
	 ※施設休業日により変更もあります。
	 　詳しくは、お問い合わせください。
事業内容	 フィットネス

ジャザサイズ鳥取県境港市
太田恵子クラス

会場は夢みなとタワー４Fです

クラス情報はこちらから！

【Instagram】【Facebook】
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